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要旨 
 
『麦と兵隊』は日本の従軍作家火野葦平が戦時下に書いたルポルタージュ小
説であり、日本の戦争文学において重要な位置に置かれている。日中徐州会戦
から取材し、戦時下の戦闘場面を生々しく反映したこの作品は、出版当時、日
本の国民から莫大な人気を博し、ベストセラーとなったが、戦後火野の公職追
放とともに、多大な批判を受けて弾圧された。先行研究については、作家と作
品周辺を研究する論は日本側においても、中国側においても多く、歴史的な立
場からの研究は当作が出版されて以来絶えたことはない。一方、『麦と兵隊』
のテクストに対する研究は比較的に乏しい。なお、中国語訳の問題については、
その出版事情は中国の先行研究でいくつか見いだせるものの、中国語訳の訳文
に対する研究は日本でも中国でも未だに見られない。ゆえに本研究は、『麦と
兵隊』の中国語訳という研究の空白を埋めようとし、日本語原本と中国語訳本
に対して比較を試みたい。 
まず、原本と訳本の周辺事情をに注目し、おもに作品の成立と読者からの受
容を検討する。先行研究を踏まえて、『麦と兵隊』がどのような作品であるか
を紹介し、またこの原本とその訳本が日本と中国においてどのように受け止め
られたのか、その受容の共同性と相違性を紹介する。『麦と兵隊』の内容は、
日中戦時下の戦闘を経験した作者火野と思わせる主人公が、兵士の仲間ととも
に徐州の戦場を駆け抜けて、中国の軍人と戦いを繰り返し、途中で中国の風土
と農民に惹かれた経緯が日記の形式で描かれている。日本と中国がこの作品に
対して、異なる態度を見せたのは、日本人と中国人における侵略戦争に対する
歴史的立場、政治的立場の分岐が潜在的な原因である。 
次に、原文と中国語訳を対象に、おもに両方の文体に着目して比較する。こ
の部分において、まずは『麦と兵隊』の原文と中国語訳を対比する場合に採用
した理論的な基礎を紹介する。本研究は『麦と兵隊』の原文と中国語訳を比較
する際におもにジュネットとバルトをはじめとする｢詩学｣①の立場から物語の
                                                             
①文学理論における｢詩学｣は、詩というジャンルの研究ではなく、テクストの文体に基づく言語学的な解
釈である。本稿が採用した｢詩学｣という方法論の元はジェラール・ジュネットとロラン・バルトをはじ
めとする物語論である。 
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時間を検討する。そして、語り手の時間と物語の時間を論じる場合、とくに日
本語と中国語の時制問題を取り入れた。日本語小説の｢ル｣と｢タ｣の交替システ
ム、および中国語の｢了｣というアスペクト助詞は、原文と訳文それぞれにおい
て、物語の時間的展開に大いに作用している。両者はそれぞれの国の言語学分
野でたくさん研究され、物語における意味作用においても役立っている。 
従来の『麦と兵隊』の先行論を見ると、その戦場を描く臨場感が強く、また
戦争の場面を迫真的に表せるところが本作の顕著な特徴である。その臨場感が
表現されるとき、叙述の面でどのような仕組みがなされてきたというと、テク
ストにおける｢ル｣と｢タ｣の使用が重要なポイントとなっている。むろん、｢ル｣
と｢タ｣の交替システムはけっして作者が意図的に仕組んだのではなく、多くの
日本小説のテクストを分析する場合に避けられない問題ではある。しかし、『麦
と兵隊』の場合は、この交替システムをとおして、戦闘場面を生々しく表現で
きた。それと比べて、中国語訳の場合には、原文における物語時制の展開をう
まく還元できない場合があった。物語の時間問題のほか、訳文の言葉遣いを探
ってみると、誤訳や意味の漏れなどの問題も多々ある。 
『麦と兵隊』はいままで歴史的、社会的など、さまざまな立場から研究され
てきたが、訳文の研究はまだなされてきなかった。このような研究の現状を踏
まえて、まずは作品と作者の周辺に接近し、日中における受容の違いを探る。
さらに、その原文と訳文を詩学の立場から見て、その臨場感と緊迫感がどのよ
うに表現されているのか、表現の相違などを検討したいと考える。戦争と文学、
物語内容と物語言説、原文と訳文などの問題を明らかにするため、新たな研究
のアプローチ、新たな視点を養成しようとする。 
 
キーワード：『麦と兵隊』、中国語訳、物語論、言語学 
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摘要 
 
《麦子与士兵》是日本军队作家火野苇平在中日战争期间写的纪实小说，在
日本战争文学占据重要位置。《麦》取材于中日徐州会战，生动反映了日中战争
期间的战斗场面。出版当时，受到日本国民的巨大欢迎，一度成为畅销小说，但
在战后火野受公职流放时则受到了多方面的批判和弹劾。先行研究中关于作家和
作品周边的研究居多，无论是中方还是日方，应该说从历史性立场所进行的研究
都不曾间断。另一方面，对《麦子与士兵》的文本性研究则较少。至于汉译本，
其出版相关的研究有少数，不过对于译文内容本身的研究则无论是中国还是日本
都不曾被讨论。因此本稿意图填补《麦子和士兵》汉译本研究的空白，尤其是对
原文和中文译本内容进行解释。 
首先，本论文着眼于原小说和中译本的作品相关信息，主要对作品的成立和
读者的接受问题进行讨论。基于先行研究，对《麦子与士兵》的作品内容进行介
绍，同时讨论这个作品在日本和中国被如何接受，讨论其相同性和相异性。《麦
子与士兵》讲述的内容不必说，是以经历中日战争的作者火野为原型的主人公，
与士兵同伴在徐州战场进军，与中方军队多次交战中，又被途中中国的风土和农
民所吸引的故事。通篇的记叙手法是日记体的文体。关于这部作品，日本和中国
展现了不同的态度，这应该是由于日中双方对侵略战争的历史立场、政治立场的
分歧所致。 
其次，以《麦子与士兵》原小说和中译本的文本为研究对象，着眼于二者的
文体进行比较。这个部分首先对采用理论基础进行介绍。本研究对双方进行比较
时，采用的是以热耐特和巴尔特为代表的叙事学①的立场，尤其以文本中时间相
关的表达为研究对象。讨论叙述者时间和物语时间时，将日语和中文的时态问题
列入讨论。日语小说中的“ル”、“タ”的交替系统，以及中文的“了”这一助词
在原文和译文中如何不同，在推动物语展开上有什么不同作用。两者均被两国的
语言学的学者较多研究，然而在小说文本中所起到的作用还较少被提及。 
看目前的《麦子与士兵》的先行研究可以发现，与战场相关的描写有十分强
                                                             
①叙事学在日语里称为“诗学”，并非研究诗这一文学体裁，而是指基于文本文体的语言学解释。本文所采
用的叙事学这种方法论之源是以热奈特和巴尔特为代表的叙事理论。 
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的现场感，且战争场面也十分逼真地被表现出来，这应该是《麦子》的显著特征。
在表现这样的现场感的时候，叙述层面被什么样的机关组织起来，文本中的“ル”
“タ”交替系统起到了重要的作用。不言而喻，这个交替系统并非作者有意为之，
而是众多日本小说的文本中常出现的问题。但是《麦子和士兵》之中，通过这个
交替系统的作用，战斗场面被十分鲜活地表现出来。与原文相比，中文翻译则在
物语时间的表达展开的还原上有不尽人意之处。除了本文主要讨论的文本时间这
一问题之外，译文中误译和漏译的问题也十分常见。 
《麦子和士兵》目前为止被从历史角度、社会学角度等多种研究立场进行讨
论，然而对于译文的研究还尚未被进行。根据这样的研究现状，本稿先对作品和
作者的周边进行讨论，探究日中双方在接受上的区别。再者，将原文与译文从比
较叙事学的立场进行讨论，文本的现场感和紧迫感如何被表现，以及二者表现上
有什么差异进行讨论。通过这样的研究，阐明战争与文学、物语内容和物语讲述、
原文和译文的问题，养成全新的研究方式和研究视角。 
 
关键词：《麦子和士兵》、中文译本、叙事理论、语言学 
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第一章 序論 
 
1.1 火野葦平の研究動向 
1.1.1 多方面から立ち上げられた葦平像 
『昭和文学史』の 2016 年に、掛野剛史の｢研究動向 火野葦平｣という文章
があり、今までの葦平研究を克明に解釈している。その前、同誌の 1996 年 7
月に花田俊典の｢研究動向 火野葦平｣という文章が載っており、その後二十年
で火野葦平に関する研究文献も増えた。研究文献は火野葦平という作家の身辺
事情にかかわる動き、およびその研究側の動きの双方である。北九州市の火野
旧居が公開され、寄託資料が整備され、資料的な整備が進んでいた。作品の出
版事情については、創元社の『火野葦平選集』八巻、社会批評社の『火野葦平
戦争文学選』が発行されたが、それらは主に戦争文学に限っており、火野の全
体像を把握するために重要な戦後作品を容易に読むことはできない。この状況
のもとで、創言社の矢富厳夫編『火野葦平著作目録』があり、並行して同作者
の『あしへい』誌に載せられ｢葦平書誌通信｣、『敍説』における｢火野葦平著書
目録（稿)｣もある。① 
葦平の研究に関する研究著書については、いくつかの類型の論著が見られる。
まずは葦平作品を全般的に取り上げ、またその波瀾な生涯を作品ごとに投影す
るものである。例えば、1994年の鶴島正男『河童憂愁 葦平と昭和史の時空』
が、六部に分けて時間順を追って作家としての葦平を解剖していき、一部ごと
に葦平への評価を多数の視角から下し、資料面における補充も十分なされた豊
富な一作であり、主に史料としての葦平文学の一面、その文学の力点となった
実生活、芥川賞と兵隊三部作の経緯、昭和における歴史的体験、戦後復帰の不
安などである。②1996年出版の『敍説 XIII 特集◎火野葦平の全貌』は、葦平
の童話集、兵隊物、旅行記、自己反省にかかわる多様な作品に触れて、各種類
の作品を取り上げ、葦平を全方位に解剖した論集である。そのなか、とりわけ
                                                             
①葦平の研究動向に提示された作品は掛野剛史の｢研究動向 火野葦平｣一文に出現した作品を参考とし
て取り入れ、また国会図書館データベース、および国文学資料館の資料を参考にし、代表的な文献を提
示し、評価の拙見を述べてみた。 
②城戸洋：『河童憂愁―葦平と昭和史の時空 鶴島正男聞書』、西日本新聞社、1994年。 
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葦平の戦争反省についてはこれまでとは違った視角が見られる。たとえば、葦
平を一人の知識人として再考する花田の論や、葦平の罪の意識や反省の不十分
などを追究するほかの論である。①2000年出版の池田浩史『火野葦平論』があ
り、戦時中の熱狂的に崇拝された英雄葦平が戦後に戦犯作家として遭遇される
問題を戦前中後の作品によって具体的に展開し、その文学の全体像を解明する。
②2009年出版の暮安翠『青狐の賦』において、その軍人以前の人柄を描き、と
りわけ葦平が寓話への愛着を示した一方、軍人作家として戦中の高揚と戦後の
挫折をも説いた。③2015 年出版の渡辺考『戦場で書く』は、NHK の番組取材を
ベースにし、葦平の作家としての誕生とその戦争経歴を披露してから、その文
学的な価値を日中メディア戦略、｢大東亜｣戦争を背景に再検討され、葦平問題
の中心となった戦争協力姿勢、またそれに対する疑問を提示し、本書のフレー
ムとして、葦平にとって二つの戦場、つまり事実上の戦場と責問に追い詰めら
れた戦後という戦場によって構成される。④また、論文集においては、『あしへ
い』という掲載文献が目立ち、13冊に渡り葦平の各方面を全般的に取り入れ、
全面的な葦平像を立ち上げ、質量豊かな内容を誇る。 
 
1.1.2 兵隊物に対する先行研究 
先行文献の面では、まず、葦平の兵隊物についての論述が研究全般において
多数を占めて、文学作品としての精読と解釈がなされ、作品の周辺事情をめぐ
る歴史的、社会的考察も同時に進行してきた。河田和子が、｢報道線下におけ
る戦争の表象――｢火野葦平『麦と兵隊』の表現戦略――｣という一文で、『麦
と兵隊』という葦平の代表作が採用した｢現地報告｣という形が、戦時下の検閲
がもたらした表現の制限という制度上の困難と、言語に絶する兵士が体験する
戦争の極限状態をいかに読者に伝えるかという、表現上の二重困難を提示し、
葦平文学がいかに読者を引き込んでいく計算を明確にした。⑤長野秀樹は、｢｢具
体的な現実｣の諸相――兵隊三部作｣において、国策文学としての葦平｢戦争も
                                                             
①敍説舎：『敍説舎 13』、花書院、1999年。 
②池田浩士：『火野葦平論―海外進出文学論』、インパクト出版会、2000年。 
③暮安翠：『青狐の賦―火野葦平の天国と地獄』、九州文学者、2009年。 
④渡辺考：『戦場で書く 火野葦平と従軍作家たち』、NHK出版社、2015年。 
⑤河田和子：｢報道戦線下における戦争の表象--火野葦平『麦と兵隊』の表現戦略｣、『昭和文学研究 45』、
2002年 9月、55－66頁。 
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
                            第一章 序論 
3 
 
の｣の政治性、近代史における重要な位置を説いている。また、長野論におけ
る葦平の戦争を無抵抗に諦観するまなざし、中国文化に対し敬意を表しつつも、
｢皇軍｣への賛美と中国軍への憎悪を両方示した姿勢は、兵隊物に対する普遍的
な態度である。①下野孝文は、｢火野葦平と｢兵隊｣｣において、その兵隊物の社
会的意味と価値を検討し、作品における｢近代的な自我喪失｣、つまり戦争への
壮大なる想念に隠された｢盲目｣の限界を指摘した。② 
以上からわかるのは、葦平の兵隊物が戦場の｢記録｣として、戦争の現実を紙
面に描き、兵士が戦争を見る目線を読者と共有しながら、その心的な葛藤と認
識上の限界を反映していることである。一方、兵隊がいかに戦場を駆け抜け、
葦平がいかに戦場を振り返るなど、つまり葦平の兵隊観から、その｢兵士｣とし
ての自己を凝視する姿勢を考察するのも多く見られる。子安宣邦は、｢日中戦
争と文学という証言｣で、石川達三の『生きている兵隊』と火野葦平の『麦と
兵隊』が描いた日中戦争における日本軍の兵士像を分析し、歴史的な｢証言｣
としての兵隊文学の位置付けを明白にし、昭和戦争中期の｢国民文学｣の一側面
を暴き出した。③ 
花田俊典は、｢火野葦平、戦争文学の誕生｣という一文では、葦平の文学を｢文
体の反省｣として位置づけて、葦平の戦争体験を｢個人の力ではいかんともしか
たがない｣感情として帰結した。④さらに、葦平の戦争体験を踏まえて、その戦
争責任についての論が山積のなか、｢火野葦平論――戦争責任の問題を中心に
――｣という、葦平の戦争責任を検討する代表的な論では、葦平の兵隊観の根
底に隠されたのは、庶民意識であり、火野の戦争責任はそのまま人間の責任に
関する問題であると主張されている。⑤そのほか、葦平の戦争協力姿勢に関す
る論のなか、馬場美佳｢《美化》をめぐる機関｣は、葦平が戦中ないし戦後に至
るまで、いかに戦争にかかわったかを論じたうえ、先行論のいずれも葦平の兵
隊観に対する賞賛あるいは保守的な態度とは異る、帝国主義を前提とした葦平
                                                             
①長野秀樹：｢｢具体的な現実｣の諸相――兵隊三部作論｣、『敍説 13』、1996年 8月、57－63頁。 
②下野孝文：｢火野葦平と兵隊――石川達三を媒介にして｣、『敍説 13』、1996年 8月、38－44頁。 
③子安宣邦：｢中国論を読む(第 11回)日中戦争と文学という証言 : 石川達三『生きてゐる兵隊』・火野葦
平『麦と兵隊』を読む｣、『現代思想 40（9）』、2012年 7月、36－51頁。 
④花田俊典：｢火野葦平、戦争文学の誕生 (特集 方法としての〈ドキュメンタリー〉)｣、『昭和文学研究
44』、2002年 3月、50－63頁。 
⑤山田輝彦：｢火野葦平論--戦争責任の問題を中心に｣、『福岡教育大学紀要 第 1分冊 文科編 (23)』、1974
年 2月、11－24頁。 
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の｢浪漫精神｣を自己｢美化｣の意識として捉える。① 
戦争関係の論述以外、葦平作品の多様性がゆえ、その周辺の翻刻と書誌紹介
も進んでいる。そのほか、葦平の戦犯記録について、梶原康久は｢火野葦平の
1945年｣で、葦平が終戦直後受けた米国戦略爆撃調査団の聴取記録を発見した。
山岸郁子は｢火野葦平の公職追放仮指定に対する｢異議申立書｣で、葦平の公職
追放に対する異議を検討し、軍部関係者による資料を紹介した。一方、葦平の
『聊齋志異』翻案については、増田周子が｢糞尿譚｣、｢画壁｣、｢白い顔に黒い
痣｣などの論において、原典と内容的、解釈的に比較し、葦平作品の一側面を
明らかにした。葦平作品が論じられる際は、戦争文学への論が莫大であるが、
その童話作品や翻案作品、さらに海外における体験なども含めて、葦平研究を
多面的に推進することが期待される。 
 
1.2 本稿の立場 
上述したように、『麦と兵隊』に対する研究は今までさまざまな角度から討
論されてきた。むろん、これまでの研究と同じ角度で研究を深化することもで
きるし、また、新たな研究角度からのアプローチも歓迎されるべきであろう。
それゆえ、本稿では｢詩学｣という叙事学の方法に着目し、それを方法論として、
『麦と兵隊』の原文と中国語訳を解釈してみたい。もとより、『麦と兵隊』の
中国語訳はいまだに検討されておらず、日中戦争の戦場を描くこの物語は、日
本語の原文と中国語の原文がどのような異同があるのかについての検証が期
待できる。また、戦闘の場面を多く描写したこの戦場ルポルタージュの物語が
表現した臨場感をどのように受け止めるべきか、そしてどのように表現された
かについても興味深い。 
文学理論における｢詩学｣というと、一般的にはジュネットの｢詩学｣解釈がも
っとも認められる。詩学の目標は｢作品の意味を探求することにあるのではな
く、個々の作品を成立させている一般的条件や、そのような意味の生成を可能
ならしめる潜在的な構造｣、つまり｢あらゆる文学的言説を支配する法則と原理
                                                             
①馬場美佳｢《美化》をめぐる機関(からくり)--火野葦平「糞尿譚」から「中都会」へ (特集北九州)｣、
『敍説 3（1）』、2007年 8月、87－95頁。 
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の明示化｣である。①ジェラール・ジュネットやロラン・バルトをはじめとする
いわば構造主義をベースとした物語論がいまでは世界的に流行している。ジュ
ネットの物語論がいままでたくさん文学解釈に応用されてきたが、おもにテク
スト内容による解釈が多い。｢詩学｣はまさにこの作品の意味的探求とは逆に、
作品の意味を生成する構造を探る。簡単に言えば、物語内容ではなく、物語言
説に注目する試みである。物語言説が検討対象のため、言語学の立場から、と
くに文体の分析により、物語を再考するものである。 
本稿はこの物語の詩学という方法論を研究の方法とする。そして、分析の対
象は火野葦平の『麦と兵隊』という作品である。なぜこのような方法論を選ぶ
のかというと、『麦と兵隊』は従来兵隊文学の代表作といったような存在であ
り、戦争文学においては重要な位置を占めている。『麦と兵隊』に対する歴史
的考察が多く、つまりテクスト外部の研究が多いが、テクスト内部の研究だと
してもおもに物語内容に注目するのが多い。『麦と兵隊』テクストにおける一
大特徴は、戦闘場面に対する大量な描写である。この描写には臨場感と迫真感
があるということは、多くの先行研究も指摘している。このような臨場感の表
現は、実は語りと物語の時間問題に深く関わっている。そこで、物語内容では
なく、物語言説から時間の問題を解こうと思う。つまり物語詩学の立場から『麦
と兵隊』における時間の問題を解明し、そして叙述の臨場感の表現仕方を探求
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                             
①和泉涼一、神郡悦子訳、ジェラール・ジュネット：『物語の詩学』、星雲社、1985 年、第 233―234 頁。 
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